
パテントコンテスト令和５年度

作品名 橋に架ける計量スプーン

課題

従来の計量スプーンの使用では、片手に計量スプーンを持って、
他の手で調味料を持つという形になる。
このことによって両手を使うことになってしまう。
さらに、別の調味料をまた計るときに計量スプーンを置いて、調味料を両手で開け、
それぞれの手に同じように調味料と計量スプーンを持つといった手間がかかってしまう。
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計量スプーンの持ち手が固型されているものと回転できるものの２つついている。
回転できる方の持ち手を１８０度回転させることにより、橋のようにして
計量スプーンを置くことができ、計量スプーンを持つ必要がなくなる。

計量スプーンを計ったものを入れる容器の上に置ければよい

受賞作品について

課題の解決手段
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